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底生動物の分布iと関する研究は，沿岸の富栄養化が問題lとなるにつれ，主として内湾での汚染指標

性の研究として進められ，数種の指標生物が提案されるに至っているが，外洋性沿岸の底生動物iζ関

する報告は少ない。

本県沿岸は南北lζ延びる単調な海岸線をもった外洋性沿岸である。底質は，沿岸域では広野付近を

境lζ'1)県北の粗砂帯と県南の砂泥帯とに大きく区分されるが，その沖合は一様な泥質となっている

(茂木他:1961 )。 ζのような水深による底質の相違およびそれに伴う底生動物相の相違は，幼稚魚

期および成魚期に底質を住み場および索餌場とする底魚類の生態にとって重要な意味を持っと考え

られる。

県南のいわき海域の底質は，どく沿岸ゆ質，その沖同質が広く分布している(茂木本:附)。

との海域の底生動物の分布の特徴を把握し，水深による底質環境の相違を考察しようと試みた。

試料はドレッジ式lζよる準定量採泥試料である乙と，底生動物の種の査定が十分ではなく，多毛類

については多くの種でfamily段階の査定にとどまっているととなど，発表資料としては不十分な点も

あるが，底生動物の垂直分布の特徴から，水深による底質環境の相違の一考察iζなり得ると考え，乙

ζlζ結果を報告する。

報告にあたり，員類の種の査定をしていただいた東海区水研の※奥谷喬司博士iζ深く感謝し，また，

サンプリングiζ御尽力いただいた調査船"拓水"および取締船"あづま"の乗組員の方々iと厚く御礼

申し上げる。

方 ;去

久之浜から勿来におけるいわき海域の水深 5m~100ml;:， Fig. 11C示す5線， 29調査地点を設け，

※ 現在，国立科学博物館
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それぞれドレッジ式iζより採泥した。

調査は，定線AおよびBについては，

1978年 9 月 20~ 22日に，定線C，Dお
よびEについては， 1978年12月14日l乙

行った。

採泥試料を 2s，実験室lζ持ち帰り，

------"一一

ホルマリン固定後， 1 rrun自の舗で‘底質を

儲い分けし，筒上l乙残ったマクロベン卜

スについて査定，計数を行った。多毛類 4 

については，スピオ科の数種を除き，種 ↓ 
の分類が完全iζ出来なかったため， fam均 | 
または subfami.ly段階の分類にとどめた。 1

なお，有孔虫類については，今回の調査

対象から除外した。

各種の底生動物の摂全様式の推定iζは r同
DAずい67)，BL9m.l'et. alれ972)，中 | 
尾，4)(附)，菊地15)6) (眠州等の報告 L 
を参考にした。

Fig. 1 Sampling station 

結果および考察

採集した底生動物は，環形動物多毛類 1554個体，軟体動物 598個体，節足動物甲殻類220個体，聴

皮動物36個体，その他62個体，計2470個体であった。 Table11L，地点別lκζ採集個体数を示す。今

回の調査で採集個体数が多かつ7たこ底生動物は，個体数の多併判列い川川)1恥二宇限貝のキララガイAc目zよωα4山附i伊 ， 

i3、fヲ?プ;JJぶ4;b:::::f;主品LZ士?iエう台iT計7;:に;Lニニニ:;1i;ニ:J2宗::立立:て!iT包::立Z2:;
生Z翠222訪認Z説3i:立2;:忌よ;z::乙Lニカ州イチロリ亜科Go叩n山
ほぼ同じ笛密、度で.出現す七底生動物もあ'るが，多くの底生動物では，特同密吋現する水深帯がみら

札種毎日適生息水深帯があるよう同われる。キララガ、イは水深伽，エラナシスピオ?不深 30~
50m，タケフシゴカイ科は水深 60~80m，ギボシイソメ亜科は水深 60~90m，ヒメエフコカイ科は
水深 60~70mでそれぞれ出現が多い。また，キララガイとエラナシスピォ，タケフシゴカイ科とギボシ
イソメ亜科およびヒメエラゴカイ科などのように，類似した主生息水深帯をもっ種群がみられる。

底生動物は，底質上，底質中の有機物を摂食し，生活を営んでいるが，その摂食様式から， 1)懸濁物

食者Suspensionfeeders 2)肉食者Carnivores 3)選択的堆積物食者Selectivedeposit feeders 4)非

選択的堆積物食者Non-selective deposi t feedersの4つに大別される。前出のキララガイ，エラナシ
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Table 1 Species witb nurnbers of organisrns found in two liters of sedirnent 

C ca rn i vore. SF suspens i on f eeder. SDF selective deposit f eede r. NSDF non -selective 
deposit f eede r 
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スピオは底表の有機物lζ富んだ層だけを集めるために適した器管を持ち，それを撰択的lζ摂食する選

択的堆積物食者である。タケフシゴカイ科，ギボシイソメ亜科， ヒメエラゴカイ科のものは，完全に

泥土中K埋没して底質を無差別にのみ込み有機物を吸収する非選択的堆積物食者である。

ζのような底生動物の摂食様式が，その生息水深の選定lζ関与しているとみられるので，全ての底

生動物について，摂食様式毎の大別を試みた。

懸濁物食者lま，水どと底表有機物をのみ込み，鰐でF過して有機物を吸収する動物群であり，ハナ

シガイ Th，yasvrα tok肌 ag'の，ヒメバカガイ Mact同町o.S'.S'eiなど二枚具類真弁餌目の大部分，多毛類定在目

のケヤリ科Sabellidae，チマキゴカイ科OweniidaeなどF過装置を持ったものが乙れlζ属する。

肉食者は，多毛類遊在自のサシパゴカイ科Phyllodocidae，チロリ亜科Glycerinae，ニカイチロリ亜

科，等が乙れに属する。

選択的堆積物食者iζは，前出のキララガイ，エラナシスピオの他，ミズヒキゴカイ科Cirratulidae，

カザリゴカイ科んnparetidaeなど感触手が発達した多毛類，二枚貝原鯉目のもの，二枚貝真弁鰐目の

サクラガイの類， ヨコエビ亜日のような小甲殻類が乙れに属する。

非選択的堆積物食者には，前出のタケフシゴカイ科，ギボシイソメ亜科，ヒメエラゴカイ科の他，

オフエリアゴカイ科Opheliida巴，イトゴカイ科Capitellidae，等，感触手の発達がみられない多毛類の

一部が属する。

今回採集した底生動物について，その摂食様式別出現割合をみると (Table2)，選択的堆積物食者と

非選択的堆積物食者の 2つの堆積物食の摂食様式の出現割合が高く，全底生動物個体数の約80%を占

める。

Suspension feeders 
Carnivores 
Selective deposi t feed巴rs
Non-selective deposi t feeders 
Unidentified benthos 

4.0% 
6.3 
48.4 
31. 5 
9.8 

優占する底生動物の摂食様式からその場の

底質環境を推測するため， A-Eの調査定線
毎iζ水深別の各摂食様式の出現割合を，Fig.3

iζ示す。

懸濁物食者および肉食者は，出現割合が低

く，水深毎の出現の特徴は明らかで、なかった。

選択的堆積物食者は，水深 20mから 50mlとか

Table 2 Percentage of feedir恵 t只克sof macrb 

benthos wi th numbers 
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けて出現割合が高く，各摂食様式中最も高い割

合を示すが，水深50m以深では急l乙出現割合が

減少している。非選択的堆積物食者は，水深20

mから50mにかけては出現割合が低いが，水深

:om以深で、閥、l乙出現割合が増しているo
V司17.T1J回次(1976a) Iζよれば，海洋底層の水

力学的条件と，底質の性状，卓越する摂食型群

との聞には密接な関係があり，水力学的条件が

はげしいと乙ろでは，底質は組く，懸濁物食者

が卓越するが，水力学的条件がおだやかになる

につれ，底質は細かく，堆積物食の底生動物が

卓越し，選択的堆積物食者と非選択的堆積物食

者を比較すると，非選択的堆積物食者がより水

力学的条件がおだやかで，細かい底質で、優先す

る。という例がソ連沿海でみられる。

会回の調査で，同じ有機堆積物を餌料とし，

異なる摂酬の底生動物の2摂食様式岬占し

出弘主て:1?tL21122t1312tT222L22222221:
のtziiL3:2L式を決定山るのは波および流れによる海洋底層の水力学的条件の強
弱であると推測する。
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要 約

1. 19781f 9月山月山て福眼いわき酬の水深573:rr;;;??;;
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い，環形動物多毛類 1554個体，軟体動物598個体，節足動物甲殻類220個体，腕皮動物36個体，

その他62個体，計'2470個体のマクロベントスを採集した。

2. 出現個体数が多かったマクロベントスは，キララガイ Acila叩signis， エラナシスピオSpiophanes

bombyx，タケフシゴカイ科Maldanidae，ギボシイソメ亜科Lumbrinerinae， ヒメエラゴカイ科

Paraonidae，等であった。

3. 全てのマクロベントスを，その摂食様式から，懸濁物食者Suspensionfeeders，肉食者Camivores，

選択的堆積物食者S巴1巴ctivedeposi t feeders，非選択的堆積物食者Non-selective deposi t feeders， 

の4つlζ大別すると，堆積物食の2つの摂食様式が優占して出現した。

4. マクロベントスの摂食様式を水深別にみると，水深 50m付近を境lとして，以浅では，選択的堆積

物食者S巴lectivedeposit feed巴rs，が優占して出現し，以深では，非選択的堆積物食者Non-s巴lective

d巴posit feeders，が優占して出現した。

5. いわき海域では，水深50m付近を境にして，有機堆積物の存在様式に違いがあると推測する。
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